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初診時4歳5か月男児の11年4か月の歯科
的長期支援一切歯群交換期からの骨格型反対

咬合の咬合誘導一

〇宮本理恵，大野陽真，西川哲太，宮本茂広，大

野秀夫　（医）おおの小児矯正歯科（下関市）

【はじめに】小児歯科管理の最終目標は、健

康で良好な永久歯列咬合を完成させることに

ある。とくに、骨格型の反対咬合はできるだ

け早期に成長のコントロールを行い、正常な

発育軌道へと乗せる必要がある。今回、初診

時年齢4歳5か月から11年4か月にわたる
歯科的長期支援のなかで、切歯群交換期に骨

格型の問題を改善し、永久歯列咬合まで咬合

誘導を行った症例を報告する。

1症例】《初診》2000年3月17日（4歳5か
．月）男児　《主訴》外傷《咬合誘導開始》2003

年11月5日（8歳1か月）《現症》Hellmanの
歯齢：111A、　Angleの分類：右側1級、左側ll級

Over　jet：－1．5mm、　Over　bite：2．Omm

《現病歴》2000年3月、4歳5か月時に乳前

歯外傷のため来院。その後定期管理を行って

いた。乳歯列期の被蓋関係に異常はなかった。

2003年5月、7歳7か月時に左側中切歯cross

biteを認め、経過観察を行っていたが、2003

年10．月8歳0か月の定期健診時に両側中切

歯cross　biteを呈しており、保護者の要望も

あったため、咬合誘導支援を開始した。

【支援経過】

年諫劇 4 8　　　9 10 11　12　　　13 14

鰹遇 鞭
咬8題●
責苗間飴

保定管珊

槙査 ▲ ▲ 凸　　　　▲　　　▲ ▲

支頂

、

定期口勝

●、

　1娼8霞
rt年5刀月｝

骨唱コントロール

2×4●y3bm

●、

…
●‘　　　　　　　●1

　冨期洛療の皐情　ロ閉冶療

　｛偉2力恥　　　　け年3海剛
　骨繕コントロールエツジワイズ装■

　臼歯㎜■績■

●　　　　一

定㎜鯵

特記ずκ8

櫨
　△　　△
p瞼歯コ融随

【まとめ】本症例は2011年7月現在11年4
か月と長期にわたり健康支援を行っている。

早期治療により骨格型のコントロールを行い、

被蓋を改善、また永久歯列完成後エッジワイ

ズ装置を使用するまでに、骨格のコントロー

ルと臼歯部関係の改善を行うことで、小臼歯

非抜歯により動的治療を終わることができた。

咬合誘導を行わない時期にも、ただ経過をみ

るのではなく、どの時期にどういう問題が起

こる可能性があり、どのような治療が必要か

保護者に提示し、患者のニーズ把握を行うこ

とで、信頼関係が構築され、患者自信の健康

観向上と長期来院につながったと思われた。
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P16
母子の餓蝕活性度の測定と乳幼児の餓蝕なら

びに肥満予防の関係

○西村美智子，Rodis　Omar＊，假谷直之，

松村誠士＊，仲野道代＊

岡大・歯・小児歯＊岡大・医歯院・行動小児

　【目的】18ヵ月時の母子の鵬蝕活性度を母親

が知ることが24ヵ月時の母子の鯖蝕活性度、

児の麟蝕罹患や肥満罹患に及ぼす影響を評価

することを目的とした。本研究は倉敷環境保

健所の倫理指針にのっとって行われた。

　【対象と方法】対象者は、2003年に生まれた

児で倉敷市の18と24ヵ月児健診受けたもの

のうち研究の主旨に同意した1484組の母子で

あった。母子は両健診で齢蝕活性試験を受け、

咄tans　streptococciの母子伝播、噛み与えの

禁止、好ましくない生活習慣の改善や24か月

時までの鯖蝕活性度の改善目標について歯科

衛生士から指導を受けた。

　【結果】18か月時では、児の麟蝕活性度が高

い児に麟蝕が有意に多く認められた。24か月

時では母子ともに麟蝕活性度が改善した群が

18ヵ月時の3倍になり、児の鶴蝕活性度が高

い群は半分以上減少した。カウブ指数で示し

た肥満児は麟蝕に全員罹患しており、母子と

も麟蝕活性度の高い群から見つかった。

【考察】母子の鶴蝕活性度を測定することは、

児の鶴蝕ならびに肥満の予防に役立つと思わ

れる。小児科の分野においても乳幼時期の肥

満は成長してからも続くとして問題視され始

めたが、肥満が惹起する生活習慣病発生と時

間差があるため乳幼児の肥満の予防に結び付

けるのが困難であり、親は乳幼児の栄養不良

は問題視するが肥満は問題視しない傾向があ

あるとされている。

【結論】母子の麟蝕活性度の測定は、児の鶴

蝕ならびに肥満の予防に有用である。
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